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　［目的］Danazol（Da）は 、 子宮内膜症だけで な く

種々 の 自己免疫疾患 の 治療 にも有効で あ る こ と が

知 られ て いる 。 そ の 機序 と して 自己抗体の 産生抑

制作用が考えられて い るが 、 その 詳細は不明で あ

る 。 本研究の 目的は 、Daが活性化 B 細胞の 抗体産

生細胞へ の 最終分化 に及ぼす影響 とその 磯序を B

細胞株 を用 いて解析す る こ とに あ る 。 ［方法］活

性化 B 細胞 と し て Epstein−Barrウイ ル ス 転換 B 細

胞株 （SKW6．4）を用 い、（1｝interleukin　6 （IL−6＞

存在下で 4 日間培養 して SKW6．4細胞を抗体 （IgM）

産生細胞に分化 させ 、［
3H

］−TdRの 取 り込み と上清

中の lgM を測定 した 。 （2）IL−6添加の 前後に Daを作

用 させ 、SKW6．4細胞の IgM産生量を比較 した 。 （3｝

Northern　 blot　 analysis に よ り、IL−6刺激 S畑 6．4

細胞における膜型お よび分泌型 IgM　heavy　chain

mRNA （μ m 　mRNA お よび μ s 　mRNA ）の発現に対す る

Daの効果を検討 した 。 （4）Binding　assay に よ り Da

処 理 SKW6．4細胞の IL−6　receptor の発現を検討 し

た 。 ［成績］（1）Da （10
−9 −10−7

　M）は 、　 SKW6．4細胞

の IL−6誘導 IgM産生を濃度依存性 に抑制 したが 、

そ の ［
3H

］
−TdRの 取り込み には影響 しなか っ た 。 ｛2）

Daは SKW6．4細胞 の分化の 早期 （IL−6添加後 24時間

以内）に作用 し た 。 （3〕Daの添加は、　 IL−6で刺激 し

た SKW6．4細胞の μ m 皿RNAの 発現 には ほ とん ど影響

し な か っ た が 、μ 。 mRNA の 蓄積 を有意 に抑制 し た

。 （4）Da （10
−9 −10

−7
　M）に よる前処理 は 、　 SKW6．4細

胞の IL−6　receptor 数 とKd値を変化 させ なか っ た

。 ［結論］Daは SKW6．4細胞に直接作用 して 、そ の

IgM 産生細胞へ の分化を抑制する 。 その 機序 と し

て は 、 Daが SKW6．4細 胞の IL−6　receptor 発現 を低

下さ せ る の で は な く 、 IL−6に よ り誘導さ れ る μ s

mRNA の 蓄積を抑制する こ とが示唆され た 。

　〔目的〕 Nycodenz 　agを 用 い た 新 し い 精 子 回収法 を

考案 し ，そ れ に精 子 賦 活 作 用 を 有す る Penioxify1−

1ine（Ptf）を 加 え て 精 子 を回収 し ， 受精能促進 効

果を ハム ス タ ーテ ス ト と 運 動性 か ら 検 討 し た 。

　〔方法〕1）晦 codenz 精子 回収法（N法） ：先ず密度

勾配 に よ る N 多層法 で 精液を 遠 心分離 し ，N50 〜

65％の層 に運 動良好精 子 が 集中 す る事 を 確か め た 。

予備 実験 か ら 臨 床的 に 用 い るN 法 と し て 50 ％N 単 層

法 を採用 し た 。 2）受精 能 に与 え る Ptf 添 加 効 果 ：

N 法 で 回収 し た 後 1  ／祕 の Ptf で 60 分 処 理 した精

子 と ，精液 を 直接 Ptf で 処 理 し た 後 に N 法で 回収 し

た 精子 を 用 い ハ ム ス タ ーテ ス トを 行 っ た 。 対 象は

Percoll 法 （P法）で 回収 し た 精 子 で あ る 。 　 3）運動

能 に 与 え る Ptf 添 加効果 ：精子 運 動率を 指標 と し

て N 法回収精子を 検討 し た 。　〔成績〕1）N 法は 精

子 回収 率 ， 回収 精子 の 運 動率に 牡 い て P 法 と 差が

な か っ た 。 2 ）ハム ス タ ーテ ス トの 精子 侵入 率，平 均

侵入 精子数を 以 下 に 示 す 。 N 法に よ り 回 収後 Ptf

で 処 理 した群 ： 91％， 5．010，N 法 Ptfe ； 68％，

2、136 ，P 法 Ptfe ： 75 ％，2．699 ，P 法 Ptfe ：68％，

231 島 精 液 を Ptf 処 理 後 N 法 ： 73％，1．545 ，Ptf ←）

N 法 ： 82％，1．765，Ptf ω P 法 ：64 ％，1．107，　Ptf ←）

P 法 ：69％，1．12馬 3）6 時間 後 の 精子 運 動 率（平均 ）

は ，N 法回収 Ptf 処 理 群 ： 83％t　N 法 Ptf （→ ：87％，

P 法 Ptf   ：95％，　 P法 Ptfe ：92％で あ っ た 。

〔結論〕 N 法 で 回収 後 Ptf 処 理 し た 精 子 の 受精能

が 最 も 良好 で あ っ た 。 運 動性 に 差が な い の で Ptf

の 効 果 は 先 体 反 応 促 進 と 考 え ら れ ，精液 に 直接

よ り回収 精 子 に 加 え た 方 が 有効 で あ る 。 Ptfは も

と よ り N も 造 影 剤 と し て 安 全 性 の 確 認 さ れ て い る

医薬 品 で ，両者 に よ り受精能が 促 進 さ れ る精 子 回

収 法 は AIH や 卿 F一別 へ の 応用 が 期待 で き る 。
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